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	上記で得られた科学的知見を国内外の学会等で発表した。また広島大学職員にむけ、環境省のラジエーションカレッジセミナーを開催し、放射線の健康影響に対する不安軽減にむけた活動を行った。
	マウスの実験において、幼体期と成体期では、放射線発がんの線量効果反応が異なる結果が得られた。また、幼体期と成体期では、放射線誘発腫瘍数における線量率効果についても異なる知見が得られた。来年度は、これまでに報告されている放射線発がんに関するヒト疫学研究を調査し、我々の知見と比較することにより、幼体期と成体期における放射線発がんリスクの差異、それに起因するメカニズムを考察していく予定である。



